
-- びわ湖と共に、心をつなぎ、力をひとつに

人と地域が　キラリ　と輝く7つ星の滋賀　

三日月大造　政策提案集
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はじめに
　三日月大造です。滋賀県知事の嘉田由紀子さんと共に『チームしが』
を立ち上げ、みんなで活動を始めました。県内各地をまわり、町の商
店街で、居酒屋で、村の鎮守の森で、集会所で、公園の芝生で、いろ
いろな方との対話を通じ、滋賀をより良くするための知恵と力を結集
しようと考えています。私は、この『チームしが』で３つの思いをもっ
て活動をしていきます。

『チームしが』での３つの思い

●対話と共感、そして協働
上からの押し付けではなく、県民の皆さんとの対話を基本に行動します。政党に偏らず、立場を越えて互いに認

め合い、排除や差別のない多様な価値観を尊重する。様ざまな人々が集まり議論を重ね、みんなの共感のもと決

めたことを、みんなで取り組んでいく（協働）。そのような県政をつくっていきたいと考えています。

●『もったいない県政』を引き継ぐ
かつての高度成長期のように、様ざまな要望にそって何でもできる大盤振る舞いはできません。これまでつくら

れた公共インフラも老朽化が進んでいます。情報公開を進め、納税者、生活者の視点、生活者の立場で滋賀県政

の行政改革を進めます。同時に、選択と集中で、次の時代に向けた投資を、しっかりと行ってまいります。

●びわ湖の恵みを永遠に
大自然のおかげ様でいただいている恵みを大切に、子や孫の世代につないでいきたい。そのために、滋賀の山、川、

びわ湖・・・自然の保全、生態系の回復に取り組みます。同時に、びわ湖の水を、滋賀の自然を、放射能汚染か

ら守るという姿勢を貫きます。

３つの思いはチームしがの共通項――これらは、私達がチームしがをつくるに当たって多くの人と意
見を交わして、様々な意見がある中で見出した共通項です。この三つをチームしがの、そして私の活
動の羅針盤としてまいります。

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀

今こそ滋賀の力をひとつに !

★ 1・私たちは、「人の力」を活かし、「いのち」を守り、「草の根自治の滋賀」

を発展させます。

★ 2・私たちは、びわ湖や自然と共に生き、全ての人に居場所と出番があ

る「共生社会・滋賀」をつくります。

★ 3・「滋賀の力」を伸ばし、活かし、力強く持続的な「経済と雇用のしが」

をつくります。

私たちは「政治は未来をつくる」「政治と生活を近くする」ために、力をあ

わせて共に行動を起こします。

★ムーブメントに参加しよう !
・びわ湖の水を放射能汚染から守る行動を起こそう !

・政治の腐敗を許さない ! 県民の政治に対する関心を高める行動を起こそう !

チームしが理念

びわ湖と共に 心をつなぎ 力をひとつに !
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そして今、滋賀県政へ

●みんなのことは、みんなで決めて実行する！好きになれば大切にする！
私の政治家の原点は中学校時代にあります。当時の大津市日吉中はいわゆる「荒れた学校」と言われる状態。窓

ガラスが割られ、暴力事件が頻発し、非行に走る同級生が何人もいました。そんな中、生徒会長に。“WE LOVE 日

吉 ” を掲げ「みんなで一緒に卒業しよう」と一人一人に呼びかけてまわりました。また、「環境がきれいになれば

心も変わる」と自らも黙々と掃除をして回りました。そのうち、一人、二人と仲間が増え、心と心がつながりあい、

やがて大きな力となり、のちに「学校を変えた」と言われる成果へとつながりました。自らの信念を持ち行動す

ることで共感の輪が広がり、仲間が増え、それが社会を良くしていく。私の政治活動の原点です。

●大好きな故郷、滋賀のために尽くしたい
東京で過ごした学生時代、湖国寮で私は過ごしました。同郷の仲間たちとワイワイ学び、そして遊びました。平

成５年のコメ不足で、外国産米しか食べられない状況になりかけた時、「湖国の若人にひもじい思いをさせない」

と故郷から大量の近江米が送られてきました。おなか一杯にいただいた近江米。いつか滋賀のために恩返しがし

たい、尽くしたい。私の心の中に刻み込まれました。

●もっと身近な政治に、暮らしの声を法律に！
社会人となり、自分も家族をもち、子どもを授かり、社会保障をはじめ様々な社会問題に取り組んだＪＲ社員時

代の組合活動。労使交渉では解決できない法律の「壁」にたびたび直面しました。この壁を超える、あるいは打

ち壊すには、新たな法律をつくる政治の道を進むしかないとの思いで国政の世界へ飛び込みました。

●滋賀から
この 10 年余り、国会、あるいは政府の一員として、交通基本法をはじめ色々な法律を制定するために奔走しまし

た。そして今、それらの法律の多くは、地方行政の「現場」で使われますが、自分が思いを込めて作った法律に「魂

を入れる」、すなわち具体的に施策にして「社会に役立てる」には、地方行政の現場に自ら立つことが一番である

との思いを強く持つに至り、知事への道を目指すことを決意しました。

●草の根自治は滋賀の宝、民主主義の原点
滋賀には４０年前の武村知事の時代から、稲葉、国松、嘉田県政へと、脈々と流れる「草の根自治」の風土があります。

私たちの「草の根自治」とは、びわ湖の水を守ると立ちあがってみんなで行動した時のように、明日の滋賀のこと、

現場のことは、現場にいる自分たちで決め、共に動き、創るということです。

●滋賀県を一本の木のように
東京や大阪という木の『枝』であってはいけない。滋賀県は、大地に根を張る『一本の木』のように、しっかり

と自立した滋賀をつくっていかなければなりません。しかし、地方の事業にいちいち国が指図する政治に戻りつ

つあります。補助金にたよる、中央省庁におねだりをする、国におんぶにだっこ。そういう滋賀にしてはいけま

せん。滋賀の誇りと活力を失わないように。ここに、私は強い危機感を持っています。

●犠牲者のない経済・社会へ
たとえば経済政策。滋賀育ちの人材による地場産業、地域の事業者の活性化があってこそ足腰の強い産業振興

となります。私は、みんなが幸せになる経済政策を目指したい。「中小企業が犠牲となって大企業が儲かる」「労

働者が我慢して経営者が潤う」「地方がさびれて都会が栄える」このような状態は良くない。国の、大企業のお

こぼれを当てにする経済政策、「東京の大企業の景気が良くなれば、まわりまわって、いずれ地方の中小企業・

小規模事業も景気が良くなるにちがいない」といった「風が吹けば桶屋が儲かる」といった政策では、多くの

地場産業は耐え切れず、結局滋賀の基礎体力は落ちていくことが目に見えています。私は、「誰かが犠牲になる

経済」から「犠牲者のない経済」へ、「売り手よし、買い手よし、結果として世間よし」という近江商人の伝統

ともいえる「三方よし」の経済・社会をつくり施策をすすめます。これは経済政策以外でも同じです。

●７つ星の滋賀をみんなで作りたい
滋賀県は、まさしく日本のど真ん中。東西南北・ヒトとモノの流れの結び目であり、悠久の歴史と先端技術開

発を通じた未来との結び目の地です。そして、滋賀には、びわ湖からいただく自然の恵みをはじめ、まだまだ、

いいヒト、いいモノ、いい技術があります。滋賀県に集うヒトみんなで「いきる」「うごく」「はたらく」「つ
くる」「まもる」「そなえる」「ひろげる」これらのチカラを引き出し、有機的に結び付け、展開することで、

“ キラリ ” と輝く７つ星の滋賀をみんなで作りたい。滋賀県には、たくさんの可能性があります。

●市町との連携を密に協力し、市町が力を発揮できる環境をつくる
そして県政を進めるには市町との連携が大切です。県は人の力を、市町、地域の力を引き出してもらうために、

全力でサポート。そして滋賀を豊かで住み心地日本一、全国で最も生き生きとした未来の滋賀県を、皆さんと

共につくり上げていきます。

●びわ湖と共に、心をつなぎ、力をひとつに
私は、多くの先輩方が作りはぐくみ、そして嘉田由紀子さ
んが引き継いで守ってきた草の根自治を守りたい。県民の
皆さんと共につくる滋賀県政を、皆さんと共に守り、そし
て、さらに発展させるために、国政から転じて県政を担う
決意を固めました。中央主導、上から目線の政策ではなく、
滋賀に潜む「自然の力」、「人の力」、「知と地の力」を活か
した県政を進めようではありませんか。

県民お一人おひとりの声を、思いを、心をつないで、力をひとつに！！
チームしが発会式にて

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀



76

◎子育て支援　子育て環境日本一の滋賀へ !

① 実効性を持った子ども・子育て支援計画の策定と推進
② 誕生期へのサポート

・産科医や助産師を増員

・妊婦健診の負担を軽減

・不妊医療の負担を軽減

・新生児治療の充実

③ 保育の量・質の拡充
・保育所を増やし、保育ママを増員

・小児科医や保育士を増員

④ 小児救急医療体制の充実
⑤ 児童虐待防止

・児童相談所の増設、相談員の増加

⑥ 発達障がいへの早期対応と支援の拡充
⑦ 「放課後児童クラブ」の支援の拡充
⑧ 就学前の子どもたちの遊ぶ場所・過ごす場所と、パパ・ママの相談の場の増設
⑨ 滋賀の「力」を活かした「食育」「木育」の推進

◎医療・福祉　「健康寿命日本一」の滋賀を目指して

～健康・予防医療～
① 「健康づくり推進条例」（仮称）の制定
② 健康寿命を延ばすための食と運動の充実、禁煙、社会参加の推進
③ 高齢者の元気づくり支援

・県内の「シルバー人材センター」の活性化支援

・「老人クラブ」等の組織活動支援の拡充

・施設環境の整備によるグラウンドゴルフの振興

医
療
福
祉

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀

1
命と暮らしを共に支えあう社会、住み心地日本一の滋賀県に。
生まれ、育ち、学び、老い、そして逝くまで…、

「滋賀に生まれて良かった」と心から思える人生を応援します。

いきる  〜全ての人の人生の応援団

人と地域が　キラリ　と輝く7つ星の滋賀　
-- びわ湖を共に、心をつなぎ、力をひとつに
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～医療の充実～
① 県内医療機関（病院・診療所等）の機能向上と連携推進

・７つの医療圏域ごとの医療・介護・福祉体制の強化

② 救急医療の充実
・関西広域連合や近隣県と連携補完しながらの「ドクターヘリ」の活用

・教育機関としての滋賀医大の支援と活用

・近隣府県と連携した医療技術の充実

③ がん対策
がん対策推進条例を活かし、早期発見・早期治療、先進治療技術の導入など滋賀県のがん対策の

さらなる向上と推進。働き盛り世代や小児がんをはじめ基幹病院と緩和ケアチームで患者・家

族の支援対策の充実

・ガン患者の相談体制づくり

・ガン患者の就労支援

④ 認知症対策
・認知症疾患医療センター ( 県内 4 ヶ所 ) を活かし、地域での見守り連携など

を推進

・専門外来等医療機関の拡充

・徘徊対策 ( 実態調査等 )

・全国的にも先駆的な認知症サポーターの更なる増大

・成年後見人制度の充実

⑤ 介護の充実
・特別養護老人ホーム、デイサービス施設、ケアホーム、グループホーム、医療ケア付きマンショ

ン等の整備への支援

・施設の安全安心対策 ( スプリンクラー、耐震 )

⑥ 在宅看取りの推進
・「在宅療養」「在宅看取り」の仕組みづくりのさらなる推進

・訪問看護の訪問介護のネットワーク・人材確保対策

⑦ 医療・福祉分野の人材育成
・教育機関や地域と連携し、医療・介護・福祉・保育に関わる人材の育成、処遇の改善

・人材バンクの拡充支援

⑧ 口腔衛生の向上
・条例を制定し、8020（80 歳になっても 20 本以上自分の歯を保つ）の実現へ

・関連団体と連携し、関連施設を整備し、県民の『口腔』の健康を増進。

⑨ うつ病・自殺対策の推進
・増え続けるうつ病の原因究明調査と対策提案

・ゲートキーパー制度の拡大などによる自殺者減少施策の強化

◎文化・スポーツ　「スポーツと文化の 10 年」へ

① 国体に向けて
2024 年、二巡目国体の成功に向けて、6 つの理念を活かして、施設整備と人材育成などに積極
的に取り組みます。

(1) 滋賀をスポーツで元気にする国体

(2) 滋賀の若者や女性が主体的にかかわる国体

(3) 県民総参加でつくり、「滋賀の力」を伸ばす国体

(4) 滋賀の魅力を再発見し、地域の活性化やビジネスにつなげる国体

(5) 滋賀の子が、滋賀で育ち、滋賀で活躍する国体

(6) 滋賀の未来に負担を残さない国体

②スポーツの推進
・滋賀県発・滋賀県密着のプロスポーツチームの活動支援

・県民誰もが、身近にスポーツを通じた健康づくりができる環境整備

・スポーツ推進条例（仮称）の制定

・プロスポーツイベントが可能な施設整備の検討

③文化の振興
・文化の国体と言われる「国民文化祭」の誘致の検討

・『ラ・フォル・ジュルネびわ湖』『イナズマロックフェス』など、滋賀ならではの「文化芸術」イベ

ントの開催

・ホール改修など施設の整備推進、関係団体組織との連携強化

・滋賀のアーティストの応援と発信

・各地域の文化芸術、サークル活動の推進

④「美の滋賀」の推進
・「1000 年の美」「100 年の美」「今、生まれる美」の滋賀らしい深い歴史を

反映し、美の現場とつながる「新生美術館」の整備推進

◎教育　滋賀の子どもと青年に「夢と生きる力」を育む教育の推進

①きめ細かい教育環境の整備 ( いじめ対策 )
・小中学校全学年で「少人数学級」を実現。更なる少人数化も検討。

・生徒会活動の推進サポート

・中高生のモニター制度など、意見を聞く場の創設

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの拡充と活用

②子どもの体力向上への取組
③体験学習のさらなる推進と充実

いのちの重さ大切さを学ぶ体験を、教員や生徒など現場の意見も反映させながら推進

「うみのこ」（学習船での環境学習）

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀
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「やまのこ」（森林環境学習）

「たんぼのこ」（農業体験）

「ホールのこ」（びわ湖ホール等での芸術鑑賞）

「つちのこ」（陶芸体験）

「たくみのこ」（伝統工芸の体験）

・学習船「うみのこ」のリニューアル

④キャリア教育の充実
・農業高校・工業高校・商業高校等の人材、施設の充実

・新しい再生可能エネルギーにかかわる技術者を育てるなど高専高校誘致

の検討

・国際交流機会の拡充

⑤読書環境の充実 ( 図書館 )
・学校の「図書館」の充実支援

・県・市町・学校の図書館ネットワーク連携の推進等

⑥教職員・指導員の資質と処遇の改善
・採用試験のあり方（他府県からの受験者増大、経験者採用等）の検討

・教師塾、各種研修充実による教員の資質向上

・熟練した退職教職員の現場支援の仕組みづくり

・臨時講師など、職員の待遇改善と、やる気の育成

◎共生社会　　すべての人に「居場所と出番」を

①障がい児者支援の充実
・障がいのある人もない人も尊重され、「共に暮らし、共に学び、共に働く」環境づくりの推進

・地域や学校における発達障がい（ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症等）児者への発達・教育・就労支

援の拡充

・特別支援学校（養護学校）の環境改善のための検討を進める

・発達障がいに関する対策として、市町へのすこやか支援員への支援

②再犯防止
・再犯防止のための更生保護行政の充実

③愛護動物 ( 犬ねこ ) の適正飼養と共生
・飼い主の責任ある終生飼養を啓発するとともに致死処分ゼロに向けた取組みを推進

・飼い主不明ねこの減少に効果的な対策である「地域ネコの取組み」の積極的な推進

・災害時におけるペット同行避難を可能とするための体制づくり

・動物との共生による「命の教育」を推進

◎地域コミュニティの活性化　人と人の絆と関わり、地域の「草の根自治」を守り育てる

①地域コミュニティ活性化支援
・地域資源を活かしたコミュニティビジネスの創出支援

・地域の伝統文化の継続支援

②自治や防災の拠点である「自治会館・公民館のリニューアル事業」
の支援拡大

・多様な住民の参加によるハードとソフト両面からの整備を推進

③地域や職場での婚活、出会いの場づくりの支援

◎安心安全対策
①橋梁やトンネルなど、老朽化した施設の計画的維持管理

・市町管理の橋梁やトンネル維持管理にむけての、県からの職員派遣などの支援

②通学路など子どもや高齢者の交通安全を担保する道路改善の速やかな実施

◎歩いて暮らせるまちへ
①「自転車」交通の安全性と利便性の向上

・駐輪場や自転車道などの環境整備、自転車共同利用等

②地域の公共交通の維持と活性化
・滋賀県内の交通事業者、市町村等と連携した駅の機能向上、

バリアフリー化の推進

・デマンド型公共交通の導入を支援

・ＮＰＯ等と連携して相互扶助型輸送の拡大

③新交通システムの導入の検討・推進
・人と環境に優しいまちづくと一体となった公共交通充実のためにＬ

ＲＴ（Light Rail Transit：次世代型低床路面電車システム）やＢＲＴ

（Ｂ us Rapid Transit：バス高速輸送システム）などを検討

④「湖上」交通（舟運）の検討

2
ひと、もの、こころ。豊かさと幸せを運ぶ交通ネットワークの充実へ。
暮らしと産業の生命線として、公共交通整備を進めます。
歩いて暮らせるまちづくりで、健康で快適な地域生活を支援します。

うごく  〜新しい公共交通の推進

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀
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◎道路
①高速道路と国道の改良

・名神・新名神・北陸自動車道等の活用と整備推進

・「スマートＩＣ」の増設（3 ～ 5 キロ毎目標、小谷城、黒丸、菩提寺、多賀）と、利便性を高める

改善

・アクションプログラムの計画的実施

・国道 1 号・８号・161 号・306 号等「バイパス事業」の推進

・「道の駅」設置（機能向上と活用推進）

・事故や渋滞が多発する道路・交差点等の集中改良

◎鉄道
①北陸新幹線は「米原ルート」へ！

・関西広域連合での要望：地元の費用負担は便益に配慮して関係府県で負担、JR 北陸線の三セク化

はしないよう国とＪＲに条件提示

②リニア中央新幹線の開通を展望した広域鉄道交通網の再整備も視野に、東海道新幹線「米原・
京都間に新幹線新駅」の必要性や負担などを県民参加で議論開始

・県民納税者の理解と納得が得られる計画を策定

・前提条件として、米原駅の徹底活用 ( ダイヤ改善、駅前開発等 )、栗東

地域の後継プランの完遂（道路整備、水路整備、土地活用等）　

③地域鉄道の活性化　
・ＪＲ草津線の輸送改善

・湖西線の風対策含む輸送力増強

・近江鉄道の活性化

・信楽高原鉄道の早期復旧

・京阪電車石坂線、京津線の経営改善

・けいはんな線構想の推進

◎物流
①物流拠点と物流網の整備

・北陸（日本海）と東海道（太平洋）の港湾に近く、中京圏と北陸圏と関西圏の結節点（クロスポイント）

としての優位性を活かした滋賀の活性化プロジェクトの策定

・	駅前の県有中核施設用地の活用

・	国際物流拠点・物流網の整備

・	企業、コンベンション誘致、観光の推進等

・	米原駅の鉄道輸送とトラック輸送をつなぐターミナル機能、ハブ機能の強化を支援

①「働く場への 4 つの橋かけ」の推進
・教育の橋 ---- 小学校での子ども仕事体験、中学生のチャレンジウィーク、高校生のキャリア教

育などの一層の充実

・失業者の橋 ----「おうみ若者未来サポートセンター」の充実

・家庭、地域の橋 ----「マザーズジョブステーション」のさらなる拠点整備　

・ハンディのある方の橋 --- 障がい者の「はたらきくらし応援センター」の充実、働きたい高齢者

の応援システムづくり

②「女性の活躍」の徹底支援
・「滋賀マザーズジョブステーション」増設による、家庭（育児や介護）と仕事との両立支援

・「ＣＡＲＡＴ（カラット）滋賀・女性・元気プロジェクト」の推進による女性による起業の応援

・女性医師・看護師の労働環境改善

・女性警察官の採用増（再採用の推進）

・企業等に対して管理職の女性登用の理解の推進

・「イクメン」「イクボス」政策の推進・発展

・ＤＶ（配偶者や恋人による暴力）や性犯罪への対策強化

・ワンストップ 24 時間ケアのホットライン SATOCO( サトコ )」や「おうみ犯罪被害者支援センター」

はじめ、相談窓口との連携

③中高生の労働教育、職場体験の拡充、青少年の国際交流の拡充
④シルバー人材の就労支援を推進
⑤再就職、再チャレンジを支える職業教育と就労支援

◎ものづくり産業　　
①中小企業・小規模事業者を応援。

・	中小企業の活性化の推進に関する条例を活用

・	「小規模事業者月間」の推進

4
環境や省資源、医工連携など、豊富な滋賀の潜在資源。
働く人や中小企業・小規模事業者にスポットを当てて地場の産業を熱烈支援。

「Made in SHIGA」ブランドを知事のトップセールスで売り込みます。

つくる  〜ものづくりで元気な滋賀を !

創業・起業、誘致、連携、事業継承、ブランド開発・発信、人材育成、海外展
開の 7 本柱を軸に活性化を図ります。

3
ともに働き、ともに分かち合う。
男も女も、老いも若きも、皆が力を活かし、共に働く協働社会へ！　
イキイキと働くことを軸とした安心と安定の社会を築きます。

はたらく  〜みんなの力を活かす協働社会

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀
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・	「彦根の 3B」など各地域の特徴あるものづくり産業の応援と発信

・	大企業の買いたたきなどを厳しく監視

②経営相談、資金調達、施設貸与、他企業や研究機関等との連携、販路拡大などきめ細かく支援
・経営、技術、人材育成、海外展開、省エネなど専門家による相談・アドバイス

・起業から事業拡大まで様々なシーンでの資金調達を支援

・起業時や新製品開発時など、オフィスや研究施設などの施設を貸与

・MADE in SHIGA ブランド「ココクール」の推進・発信

・県外企業とのマッチングや販路拡大

・「滋賀健康創生特区」で医工連携による医療・健康のための検査機器製造

・薬草・薬木の栽培、新薬の研究開発など「医薬農」連携の推進

・技術開発やマーケティング戦略など大学等と連携

③企業立地のさらなる推進
・水、交通などの「地の利」を生かし、雇用を生む内需型産業や研究拠点へ

◎農林水産業

①食育の推進、学校給食の地産池消の徹底
②農村コミュニティーの多面的機能の発掘・維持・発展
③土地改良、農業用水路整備、農道の維持管理
④農業者への支援

・新規就農者の財政的技術的支援　規模拡大に向けての土地確保

・農業者・農家に対しての経営技術支援、コンサルティング、マッチング等

⑤近江米の新ブランド「みずかがみ」の作付拡大と販売の促進
⑥滋賀発の飼料用米の開発
⑦環境こだわり農業の「六次産業化」により、付加価値の高い農産物の
生産・流通・販売・購入を推進
⑧ＪＡ等と連携し、道の駅など県内の直売所のさらなる活性化
⑨農地中間管理機構の機能強化　市町、JA との連携
⑩農業生産、流通、販売における女性活躍の支援
⑪森林の保全と利活用

・森林組合と連携した「滋賀の森」の多様性の保全 ( スギ、ヒノキに＋トチなどの巨樹、巨木の保全 )

・木材流通センター等を活用した「滋賀の木」利活用の推進（森林税の活用）

⑫獣害対策の推進
・シカ、イノシシ、サルなどの正確な生息数の把握と管理計画の更新・策定

・狩猟に加えて、ワナ免許などの拡大呼びかけ

・関西広域連合などと連携をした広域的捕獲管理の推進

・獣害に強い農作物の発掘と情報共有

食べる・売る・つくる、の三方よしの支援へ。

滋賀の楽しい地産地消！湖魚、近江米・近江牛・近江茶・近江漬物など「滋賀の食べ物」を、日本と世界の、
より多くの人々に知ってもらい、「おいしがうれしが」をさらに進めて「たのしが」へ

◎エネルギー・環境       エネルギーシフトで、大規模・遠隔地型から地産池消のエネルギー自立社会

①「原発に依存しない新しいエネルギー社会」を出来るだけ早く滋賀から！ 
・木質バイオマスや省水力発電、エコタウン、スマートシティー等、エネルギーの地産地消を推進

②滋賀県発の「菜の花プロジェクト」の普及・発信
③「しが３Ｒプロジェクト」（仮称）の推進

・ゴミ（廃棄物）のリデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）の推進

・各地域の環境センター（ごみ焼却施設）の更新への支援

④「ウォーターバレー滋賀」の創設
・水質保全・計測のための技術開発、行政の制度づくり、企業の理解　利用者側の環境学習がセッ

トとなり結果としての生態系保全につながるという滋賀モデル水環境ビジネスの推進

・制定された「水循環基本法」の具現化

①びわ湖の総合的保全のための、試験研究機関連携機構の発足を活かした政策研究の推進
②びわ湖森林づくり条例の改正（巨樹・巨木の保全など水源機能の強化、地下水の保全と利
活用の適正化、売買情報の透明化、など）
③第二期「マザーレイク２１計画」の推進

・びわ湖の水質保全のためのメカニズム研究と汚濁負荷削減の仕組みづ

くり、「生き物のにぎわい再生」「“ 近い水 ” のある暮らし再生」「低炭

素社会づくり」の推進

・湖中、沿岸、河川、森林生態系のつながり研究と固有種の保全

・流域住民と連携した外来魚の駆除、カワウなどの制御、固有種の保存・

復活、オオバナミズキンバイをはじめとする外来植物対策の推進

④「内湖再生プロジェクト」の推進
・「自然環境と生態系としての価値」「びわ湖と集水域の緩衝地帯とし

ての価値」「人の暮らしを支える価値」。内湖の価値を再発見し、その本来の機能を再生し、びわ

湖や人とのつながりをつくるプロジェクトの推進

・特に、びわ湖流域の生態系を支える価値の再発見と機能の再生のため、地域住民、NPO や NGO、

民間企業などと連携し、早崎内湖など内湖の産卵場としての機能を育む

・「魚のゆりかご水田」のさらなる推進　

・びわ湖を守るために山を保全

5
大自然の恵みで育まれるすべての生命。
暮らしとの関わりを再生しながら、びわ湖を中心とする生態系を守り継ぐ。

「生物の多様性」に支えられる「文化の多様性」を維持・発展させます。

まもる  〜豊かなびわ湖を次世代に

ま
も
る

5

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀
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①全国初の「流域治水の推進に関する条例」の活用
・万が一の洪水に備えた「ダムだけに頼らない流域治水（流域自治）」を、住民

の理解と参加により推進

②風水害災害からいのちを守るため、「地先の安全度マップ」の活用
③地震対策

・県立学校や警察など、公共施設の耐震化を平成 29 年度末までに完成（一部例

外をのぞいて）。

・個人住宅の耐震改修をすすめるための耐震診断補助や重要道沿いの建物

耐震化の推進

④河川整備と治山対策の計画的重点的推進
・台風災害を教訓に、土砂災害警戒区域の対策川の治水機能を維持・向上

する観点からの河川整備、そして治山対策を進める。

⑤消防団への市町と連携しての支援
・消防団、女性や若者、学生などの消防団への勧誘と活動の拡大

⑥就学前児童や小中学生など、子どもへの防災教育の徹底
⑦被災地を支援し、そして被災地から学ぶ

・専門職員の派遣を継続

・福島をはじめとする被災地の子どもたちを招くキャンプを支援

⑧災害時連携協定を締結・活用するなど、県内事業団体、専門士業団体等との連携を強化と
災害発生時の帰宅困難者対策を、近隣府県と連携して推進
⑨学校や警察など災害拠点となる施設の耐震化推進と機能向上
⑩警察力向上による安心社会の強化

・全国的にみて少ない警察官の増員を国に対して求める。

・いじめ、DV、虐待など生活安全にかかわる犯罪が増加しており、対応能力をもつ女性警察官等の

増強を図る（再採用をふくめて）

・振り込め詐欺やネット犯罪などの知能犯に対応するための職員の研修、強化

6
被災地に寄り添い、経験から学ぶ。高齢者、女性、子どもをねらう犯罪増加に歯止めをかける。
安心と安全の街づくりは行政の使命。

「流域治水条例」の活用など、地域みんなで作る滋賀ならではの安全・安心対策を構築します。

そなえる  〜安全・安心社会の実現

そ
な
え
る

6

◎卒原発       「原発に依存しない自立したエネルギー社会」を出来るだけ早く滋賀から！ 

放射性廃棄物の処理の見通しが立たないままでの原発の推進は、次世代への無責任なツケ回しです。「卒

原発」の立場から、出来るだけ早く原発から卒業し、安全かつ確実な廃炉対策と、原発に依存しない新

しいエネルギー政策の確立を国に対して求めます。また滋賀県として、県民の創意工夫と努力を結集し

て新しいエネルギー社会に向けての取組を進めます。

●３・１１福島原発事故の一日も早い収束を求め、滋賀県としても、

被災された福島県民に寄り添い、福島の復興と再生に協力します。

● 2014 年 4 月 11 日に閣議決定された国の「エネルギー基本計画」は、

福島原発事故を忘れたかのように、原子力をベースロード電源と位

置付けています。卒原発と逆行し、再生可能エネルギーへの移行を

妨げる懸念があります。人命保護や環境の防護体制 ( 避難ルートの

確立、ヨウ素剤服用手順、食料や飲料水確保など ) も不十分です。

●若狭湾岸に立地する原発の事故により、県民のいのちと暮ら

しを破壊されかねない「被害地元」として、また関西 1,450 万

人いのちの水源であるびわ湖を預かる滋賀県の責任から、実効

性のある多重の防護体制が実現しない限りは、原発の再稼働に

は同意できません。

●実効性が不十分な防護・避難体制、情報共有体制の強化を国

や原発事業者に対してより強く求めていきます。　

●「電源の代わりはあるけれども、びわ湖の代わりはない」とい

う現実から、再稼動にむけては、立地自治体並みの同意条件を粘

り強く求めます。

●同時に、「卒原発」の立場から、省エネ・節エネの推進、蓄エネ・

蓄電の技術開発小水力、バイオマス、太陽光など再生可能エネル

ギーの利用促進、スマートハウス・シティ、エコタウンの普及など、

原発に依存しない新しいエネルギー社会づくりを積極的に推進し

ます。

●再生可能エネルギーの増大による地産地消型エネルギー拡大は、

地域経済の活性化と雇用拡大、災害時の緊急対応の強化、将来へ

のエネルギー持続性の確保につながります。滋賀県だけでなく、

関西広域連合などと協力をして、地産地消型エネルギー社会づく

りをすすめます。

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀
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  ① “ ようこそ滋賀 ” キャンペーンの展開
・“ 誇りから育ちや学びへ ” 滋賀ならでは！の「体験観光」「環境観光」を

キーワードに、「観光立県・しが」へ、新たな観光振興ビジョンを策定。

・世界から、全国からびわ湖（しが）へ、観光誘客を推進

・滋賀デザインの切手や年賀状の発行

②東京へのブランド発信と観光ＰＲを強化
・米原駅への「びわこビジターズビューロー」支部の設置

・東京での滋賀ブランドの発信機能や交流機能の強化（夢プラザの見直し）

③映画やドラマを活用した滋賀県観光や地域の振興
④「農家民宿」「農家民泊」など、滋賀の生業や風土を活かした着地
型観光の推進
⑤　びわ湖上スポーツや農山漁村体験を国内や海外からの教育旅行に拡大
⑥「クラインガルテン」（滞在型市民農園）の奨励・整備

・空き家と耕作放棄地を活用し、交流人口を増やし、移住を促進

⑦文化財の保全
⑧神社、寺院、史跡巡りの整備へ

・県内の神社・寺院の滋賀県 88 カ所巡りのような観光ルートの開発

・「滋賀の神社・寺院 100 選」等をつくり、癒しのスポットを全国に発信

・遺跡、城跡、戦国時代の合戦場など、滋賀の歴史を県民が知り、そして全国に伝える機会を拡大

⑨オリンピックなど、外国人観光客の受け入れ環境整備の推進（外国語の表示、無料 wifi の整備、
おもてなしの醸成）
⑩ 「ビワイチ」観光の 促進
⑪びわ湖岸の県有地をフリーマーケット等のイベントに貸与した「びわ湖マルシェ」（仮称）
の開催を検討

7
歴史・文化遺産と豊かな自然の宝庫。
知って、訪れて、体験する。
滋賀の文化・芸術・伝統・魅力を世界に発信します。

ひろげる  〜ようこそ滋賀へ !

ひ
ろ
げ
る

7

★県民・市町・職員とともに進める県政運営★

●「新しい公共」の推進
・NPO や地縁組織などの住民組織の人材育成と基盤強化への支援

・県民のボランティア参加や寄付の促進

●基礎自治体である市町との連携と支援
・市町との丁寧な対話と連携

・自由度の高い交付金の検討

●「関西広域連合」の連携を強化、発展
・防災・減災、環境保全、統合的流域管理、観光、交通、医療（ドクターヘリ）など

●財政健全化
・企業誘致や女性、若者などの雇用拡大による税収増加の積極的推進

・県民参加型の事業仕分けなどにより無駄を排除し、効率的、効果的な予算配分の仕組みの構築

・県民の参加意識を高めるため、予算編成過程の公開など、県政の見える化を推進

・県と市町による税の共同徴収や事務の県域一元化による行政事務の効率化

・「参加民主主義」を将来的に担う市民育成のため、小学校、中学校、高等学校、それぞれの段階での、県の

予算と財政についての学びのテキストの作成

知事は、「365 日 24 時間」、県民と共に、県民のために！
そして、引き続き、「知恵出し汗かきの県庁」を、すべての県職員と
つくります！
女性も、男性も、若者も、結婚・出産、育児・介護、家庭と両立して
仕事が出来る環境（条件・制度整備）を滋賀県政から実現させます。

住み心地日本一の滋賀を作るための共同作業。
行政の「見える化」で「遠い政治」から「身近な政治」へ。

「県民が主役」「地域主権」「住民自治」の思想を貫く県政を、共につくり進めます！

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀

そして県政は・・・
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地域を歩き、地域の声を聞き、地域と共に
考え、県・市・国連携でキラリと光る地域
づくりをしっかり進めます !!

7つ地域が　輝く政策

大津 地域

●不足している保育所や学童保育など、子育て環境の充実に向けての積極的支援を

　行います。

●人にやさしい歩道や自転車道の整備による「歩いて暮らせるまちづくり」を進めます。 

●地震や風水害に備え急傾斜地をはじめとする防災対策を進めます。

●空き店舗対策や特に大津駅周辺の賑わい復活に向けて、県市が連携したまちづくりを進めます。

● 1 号線、161 号線など主要幹線道路の渋滞緩和を図ります。

●新生美術館を計画中の瀬田の文化ゾーンでは、文化学術の中心として大学との連携もいっそう進めます

●大戸川、真野川、高橋川などの河川改修整備促進を図ります。

湖南 地域

●子育て支援と教育環境の充実を図ります。

●高度経済成長期時の「新興団地」高齢化に対応した高齢者医療等対策として病病診在宅連携などのネットワーク

化を進めます。

●バイパスなどの整備による 1 号線、8 号線など主要幹線の渋滞緩和と安全対策を図ります。 

●名神・新名神が通る立地の良さを生かし、製造・物流の拠点としての企業誘致を進めます。

●新守山川、草津川、日野川、金勝川などの河川改修整備促進を図ります。

● RD 処分場対策工事の適正実施を進めます。

甲賀 地域

●山間部での過疎対策として、若者定着や地域資源を活かしたコミュニティビジネスなど、あらたな施策を県市連

携で進めます。

●県の補助制度の積極的な活用によって、県の経済活動の中心的な拠点として、さらなる企業立地の集積と活性化

を図ります。

●草津線輸送改善の早期実現を目指します。

●国際的に評価の高い忍者・寺社などの観光資源を活かした地域振興を図り、世界に発信していきます。

●名神名阪連絡道路の早期実現を目指して検討を開始します。

●杣川などの河川改修整備促進を図ります。

東近江 地域

●山間部での過疎対策として、若者定着や地域資源を活かしたコミュニティビジネスや、農業や地域産業をつないだ

東近江スタイルなど、あたらしいビジネスモデルの推進を県市連携で進めます。

●スマート IC を活用し、新たな企業誘致を図ります。

●八幡堀、安土城、西の湖、沖島、日野の農家民泊など自然と歴史を活かした未来型の着地観光を応援していきます。

●日野川・愛知川、八日市新川などの河川改修・整備を進めます。

●国道 421 号線の整備を推進します。

湖東 地域

●産婦人科医不足の解消と地域医療の整備を行います。

●山間部での過疎対策として、若者定着や、多賀ではじまっている地域資源を活かしたコミュニティビジネスなど、

あらたな施策を県市連携で進めます。

●二巡目の国体開催に向けて「スポーツと文化の 10 年」の政策充実を図るとともに、おもてなしのこころを大切に

した観光振興を図ります。 

● 8 号線、306 号線などのバイパス建設による渋滞緩和をはかります。

●県立大学、滋賀大学など立地する大学と地域の連携をさらに深め、特性や課題についての認識を共有しながら地域

振興、産業振興につなげます。

●地域資源を活かした産業振興と林業振興による山とまちの連携を推進します。

●芹川、犬上川などの浚渫改修、整備促進を図ります。

湖北 地域

●山間部の過疎対策として、米原市の「水源の郷条例」などによる若者定着、都市部からの移住促進などをさらに進

めます。

●中部圏や北陸との交通アクセスの良さを活かした企業誘致を進めます。

●長浜黒壁や戦国の歴史スポット、観音信仰など、地域文化を活かした観光振興を図ります。 

●高時川・姉川、天野川、田川などの河川整備促進を図ります。 

●安心を届ける医療、福祉の充実を図ります。

高島 地域

●森と里、湖が近接している自然条件を活かしたコミュニティビジネスの推進によって、福祉・医療・林業などの分

野で雇用創出を図ります。

●「風で止まらない湖西線」への対策やダイヤ改善などの利用環境改善についてＪＲと協力して進めます。

●夏でも渋滞しない１６１号線の整備を進めます。

●針江のカバタのような、日本的な環境共生型のライフスタイルを活かして、国内、国外誘客をはかります。

●安曇川、鴨川、百瀬川、知内川などの河川改修整備促進を図ります。

人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀 人と地域が☆キラリ☆と輝く 7 つ星の滋賀

大津 地域

湖南 地域

甲賀 地域

東近江 地域

湖東 地域

湖北 地域高島 地域
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三日月大造のこれまで（プロフィール）

★昭和 46 年（1971）5 月 24 日生　
＊現在 43 歳。バリバリ働き盛り。

★昭和 59(1984) 年 03 月 大津市立日吉台小学校卒業
★昭和 62(1987) 年 03 月 大津市立日吉中学校卒業

＊小・中とツルツル坊主頭の熱血野球少年。本人の自覚では「結構モテた」？

＊いわゆる「荒れた中学」のさなかで生徒会長に。“WE LOVE 日吉 ” を掲げ「みんなで一緒に卒業しよう」

と呼びかけて、生徒同士の心をつなぎ、「学校を変えた」との伝説に。

★平成 02(1990) 年 03 月 滋賀県立膳所高等学校卒業
＊仲間とともに硬式テニス同好会（後に班）を創設。もちろん初代 OB に…

＊生徒会長として、校庭でのキャンプファイアー実現のために校長先生に直

談判。「火が危ないとの指摘に対して、消防署にかけあい、住民の方の理解

が必要という要請には、近隣を一軒一軒訪ね歩いて同意を獲得。あの晩の夜

空に立ち昇るキャンプファイアーのまばゆい炎、そしてフォークダンスのと

きめき…青春の大事な宝物です。

★平成 06(1994) 年 03 月 一橋大学経済学部 ( 石弘光ゼミナール ) 卒業
＊体育会硬式テニス部所属。今でも年に何回かは楽しんでいます。

＊在学中の４年間、滋賀県出身者のための学生寮・湖国寮にお世話になりました。コメ不足の時に「湖国

の若人、ひもじい思いをすることなかれ」と地元の方々から近江米を送って頂き感激の涙。いつか滋賀

のために役立つ人間になりたいと明確に自覚した瞬間でした。

★平成 06(1994) 年 04 月 西日本旅客鉄道株式会社 (JR 西日本 ) 入社
＊まずは、駅員、電車運転士として現場で働く喜びと苦労、そして大切さを

学びました。とくに鉄道現場での投身自殺に直面し、自殺の背景に潜む社会

問題に大きな憤りと、少しでも解決したいという思いが高まりました。

＊また、1995 年の阪神・淡路大震災では、何度も現地に通いボランティア活

動を行いました。多くの悲しみを目の当たりにし、そして、その涙を乗り越

えて明日の希望を築くために、政治の大切さ、使命の重さを痛感しました。

★平成 11(1999) 年 09 月 日本鉄道労働組合 (JR 連合 ) 青年・女性委員会議長
★平成 11(1999) 年 11 月 西日本旅客鉄道労働組合 (JR 西労組 ) 青年女性委員長 ( 専従 )

＊自分自身の結婚と子育て経験もあって、会社をはじめあらゆる場面で男女が対等に活躍できる社会にした

いと痛感。世の中の男女比率は１：１。でも職場は男性が圧倒的多数。その環境を変えるために労働組合

の専従役員に。

★平成 14(2002) 年 02 月 西日本旅客鉄道株式会社退職
＊組合活動では職場環境や育児制度などを改善するために労使交渉に奮闘。しかし、会社の回答は「法律が

…」、たびたび法律の壁が目の前に立ちふさがる。壁を超える、打ち壊すには、新たな法律をつくる、変え

る政治の道を進むしかないとの思いが強くなりました。

＊子どもも小さく、安定した生活を手放すことには正直悩みましたが、背中を後押ししてくれたのは、癌の

病床に就いていた父。当時父は 60 歳で私は 30 歳。「限りある人生、やりたいことをやりなさい」との言葉に、

“ これまでは両親をはじめ色々な人に育てられた 30 年、残りの人生は人のために生きよう ” と決意しました。

★平成 14(2002) 年 04 月 松下政経塾入塾【第 23 期生】( ～ 2003 年 5 月 )
＊机上の空論より現地現場での実体験を尊ぶ「自修自得」の精神を叩き込まれました。福祉・教育現場での

実習や書道・剣道・茶道、そして 100 キロ行軍にも挑戦しました。

国会議員として――
★平成 15(2003) 年 11 月 第 43 回衆議院選挙で初当選 (64,225 票 )
★平成 17(2005) 年 09 月 第 44 回衆議院選挙で二期目当選 (74,272 票 )
★平成 21(2009) 年 08 月 第 45 回衆議院選挙で三期目当選 (103,445 票 )
★平成 24(2012) 年 12 月 第 46 回衆議院選挙で四期目当選 (53,257 票 ･ 近畿比例区 )

＊皆さんに支えられて 4 期連続当選。思いっきり立法や国会審議に取り組みました。

立法に関わった主な法律

　観光立国推進基本法、景観法、ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ推進法、水循環基本法、公共建築物木材利用促進法、再生可能エ

ネルギー利用促進法、産業廃棄物特別措置法改正、交通政策基本法、都市鉄道利便増進法、タクシー交通

適正化活性化法、地域公共交通活性化・再生法改正、住生活基本法、長期優良住宅普及促進法、中心市街

地活性化法改正、都市再生特別措置法改正、発達障害者支援法、少年法改正、東日本復興対策関連法、他

政府の立場から――
★平成 21(2009) 年 09 月 国土交通大臣政務官就任
★平成 22(2010) 年 06 月 国土交通副大臣就任

＊国土・住宅政策、交通・物流政策、観光政策、治水・水政策等、また海上保安庁を担当。

とくに成長戦略策定、交通基本法案策定に尽力しました。

座右の銘：一期一会 ／ 着眼大局着手小局／一人の百歩より、百人の一歩

体格：身長 173cm ／体重 75kg

家族：妻・子ども 3 人（男 2・女 1）

趣味：読書・旅行・テニス・版画・書道・街巡り・鉄道
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